
山
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に

休
館
日 

： 

毎
週
月
曜
日（
但
し
祝
日
は
開
館
、翌
日
休
館
）

開
館
時
間 

： 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
30
分
前
迄
）

会　
　

場 

： 

都
城
市
立
美
術
館（
都
城
市
姫
城
町
７-

18
）

入
場
料 

： 

【
当
日
】一
般
／
８
０
０
円
、
高
・
大
生
／
６
０
０
円
、中
学
生
以
下
／
無
料

  
 

【
割
引
】一
般
／
６
０
０
円
、
高
・
大
生
／
４
０
０
円

  
 

※
割
引
＝
前
売
、
10
名
以
上
の
団
体
、
福
祉（
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
）

主　
　

催
：
都
城
市
立
美
術
館
・
宮
崎
日
日
新
聞
社

後　
　

援 

：  

宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
・
宮
崎
県
教
育
委
員
会
・
都
城
文
化
協
会
・
都
城
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局
・
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送
・
Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎
・
南
日
本
新
聞
社
・
Ｍ
Ｂ
Ｃ

南
日
本
放
送
・Ｋ
Ｔ
Ｓ
鹿
児
島
テ
レ
ビ・Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島
放
送
・Ｋ
Ｙ
Ｔ
鹿
児
島
読
売
テ
レ
ビ
・

エ
フ
エ
ム
宮
崎
・
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
都
城

特
別
協
力 

： 

㈶
日
動
美
術
財
団

前　

売 

： 

平
成
17
年
５
月
16
日
㈪
よ
り

◎
講
演
会
／
高
階
秀
爾
氏
（
大
原
美
術
館
館
長
）入
場
無
料
：
事
前
申
込（
先
着
２
５
０
名
）

演　
　

題 

： 

「
絵
画
の
明
治
」

日　
　

時 

： 

７
月
10
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会　
　

場 

： 

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ 

ム
ジ
カ
ホ
ー
ル（
都
城
市
蔵
原
町
11-

25
）

髙
橋
由
一〈
鮭
図
〉１
８
７
９
〜
８
０（
明
治
12
〜
13
）年

髙
橋
由
一
か
ら
藤
島
武
二
ま
で

都
城
市
立
美
術
館

宮
崎
県
都
城
市
姫
城
町
７-

１
８ 

〒
８
８
５-

０
０
７
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
８
６-

２
５-

１
４
４
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
８
６-

２
４-

８
１
０
３



1853　米特使ペリー、浦賀に来航し開国要求
1857　蕃書調所に絵図調方を設置（川上冬崖、絵図調出役となる）
1861　英人新聞記者ワーグマン来日
1862　髙橋由一（34歳）、洋書調所に入る
1865　髙橋由一、「洋画局的言」を画学局に掲示
1866　髙橋由一、ワーグマンに師事
1867　大政奉還
1869　川上冬崖、日本初の洋画塾聴香読画館を開く
1870　国沢新九郎、藩命により渡英、西洋画法を学ぶ
1873　髙橋由一、洋画塾天絵楼を設立
1874　国沢新九郎、私塾彰技堂を開く
1875　国沢新九郎、洋画展覧会を開く（日本初の洋画展）
1876　工部省工学寮に美術学（工部美術学校）を付設
1877　髙橋由一＜鮭＞この頃か
1884　黒田清輝（18歳）、パリ留学（法科大学に入学）
1889　東京美術学校授業開始
1896　東京美術学校に西洋画科を新設１：チャールズ・ワーグマン 東禅寺浪士乱入図

2：百武兼行　ブルガリアの女　明治15年（１８８２）
3：五姓田吉松　人形の着物　明治16年（１８８３）
4：岡　精一　捜索　明治22年（１８８９）
5：小山正太郎　青梅風景　明治35年（１９０２）
6：黒田清輝　黒田清兼像　明治40年（１９０７）
7：青木　繁　二人の少女　明治42年（１９０９）
8：藤島武二　ヴェニス風景　明治41～42年（１９０8～09）

「
日
本
近
代
洋
画
」と
言
え
ば
、す
ぐ
に
思
い

浮
か
ぶ
の
は
、黒
田
清
輝
で
あ
り
、東
京
美
術
学

校
西
洋
画
科
か
ら
の
流
れ
で
し
ょ
う
。け
れ
ど
、

今
回
の
展
覧
会
は
、そ
れ
以
前
の
歩
み
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
ま
す
。幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、日

本
で「
洋
画
」と
い
う
も
の
が
描
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ま
さ
に
そ
の
初
め
の
足
ど
り
を
辿
ろ
う
と

い
う
わ
け
で
す
。出
品
は
、幻
の
山
岡
孫
吉（
ヤ
ン

マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
創
業
者
）氏
の
コ
レ
ク
シ
ョン
を

も
と
に
、髙
橋
由
一
か
ら
黒
田
清
輝
、藤
島
武
二

ま
で
の
1
7
6
点
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、日
本
で
の
制
度
と
し
て
の
洋
画
研
究
は

幕
末
の
蕃
所
調
所
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
の
設
置
ま
で
40

年
。こ
の
た
か
だ
か
半
世
紀
た
ら
ず
の
歳
月
の
中

に
、髙
橋
由
一の
よ
う
に
手
探
り
で
自
ら
の
洋
画

を
求
め
た
歩
み
も
あ
れ
ば
、早
期
に
設
立
さ
れ
て

短
命
に
終
わ
っ
た
工
部
美
術
学
校
に
学
ん
だ
歩

み
も
あ
り
、ま
た
、黒
田
清
輝
の
よ
う
に
、法
学
研

究
の
た
め
に
留
学
し
た
フ
ラ
ン
ス
で
絵
画
の
道
を

選
び
、つ
い
に
は
日
本
の
洋
画
界
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
た
歩
み
も
あ
り
ま
す
。17
歳
の
黒
田
が
フ
ラ

ン
ス
に
旅
立
っ
た
時
、彼
自
身
は
そ
の
先
に
洋
画

の
道
が
待
っ
て
い
る
と
は
知
る
由
も
な
く
、一
方
、

前
述
の
画
家
た
ち
は
、時
代
の
反
動
に
よ
る
洋
画

排
斥
の
た
だ
な
か
を
生
き
て
い
ま
し
た
。

由
一
と
黒
田
で
は
38
歳
の
開
き
が
あ
り
、洋
画

と
の
出
会
い
も
修
得
の
仕
方
も
違
い
ま
す
。制
度

の
定
ま
る
以
前
と
以
後
の
違
い
も
あ
る
で
し
ょ

う
。し
か
し
、い
ず
れ
で
あ
ろ
う
と
そ
こ
に
は
、そ

れ
ま
で
の
日
本
の
絵
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
視
覚

と
技
法
と
そ
の
妙
味
を
求
め
て
ひ
た
む
き
に
歩

い
た
個
々
の
絵
描
き
の
姿
が
あ
り
、た
だ
、制
度
と

し
て
の
洋
画
受
容
の
形
だ
け
で
は
語
れ
な
い
も
の

が
あ
る
よ
う
で
す
。単
に
技
術
の
移
入
に
と
ど
ま

ら
な
い
文
化
の
問
題
と
し
て
の
葛
藤
を
身
の
内
に

抱
え
な
が
ら
、「
洋
画
」は
、日
本
の
近
代
に
徐
々

に
そ
の
姿
を
現
し
て
き
た
の
で
し
た
。

1

23

567

8

4

高階秀爾氏講演会 ◎演題「絵画の明治」

◎日時
2005年 ７月10日（日）
午後１時30分～３時30分
◎会場
ウエルネス交流プラザムジカホール
都城市蔵原町11-25
TEL 0986-26-7770

������
1932年 東京都に生まれる。
1953年 東京大学大学院で西洋美術史を専攻
1954年 パリ大学附属美術研究所、
 及びルーブル学院で近代美術史を専攻
1992年 国立西洋美術館館長。2000年同退官。
 東京大学名誉教授

（大原美術館館長）

※事前に参加のお申し込みが必要です。（先着250名様）
■申込方法　６月10日（金）より　電話またはファクスでお申し込みください。
     TEL 0986-25-1447　FAX 0986-24-8103　受付時間 午前10時～午後５時 

〒885-0073　都城市姫城町７街区18号
TEL.0986-25-1447　FAX.0986-24-8103

都城市立美術館

■ Ｊ　Ｒ
日豊本線「西都城駅」下車徒歩10分／吉都線「都城駅」下車タクシーで10分
■バ　ス
「美術館前バス停」下車
「広口バス停」又は「西広口バス停」下車徒歩５分
「市役所前バス停」下車徒歩２分／「早鈴入口バス停」下車徒歩３分
■自動車
宮崎自動車道「都城IC」から都城方面へ約20分
■駐車場（無料）
市役所駐車場約140台（身障者専用スペース１台）
  ※他施設との共用の為充分なスペースではありません。なるべく公共機関をご利用ください。

入場
無料

M i y a k o n o j o  C i t y  M u s e u m  o f  A r t

※駐車場はウエルネスパーキングをご利用下さい。（３時間無料）
都城歴史
資料館


